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技法／写真をカラーコピーして、線
香で焼き焦がしてコラージュしたもの
サイズ／A2 

仙田敦志・典代による二人展を開
催します。展覧会タイトルの「A cup 
of Joe」は、スラングで「一杯のコー
ヒー」という意味です。
仙田敦志は、写真を線香で焦がし
たコラージュ作品（スコーチング）を、
仙田典代は動物画を展示します。
それぞれの表現の違いを感じなが
ら、どうぞご覧ください。

【展覧会情報】 
仙田敦志・典代 二人展

「A cup of Joe」

会期：5月11日（日）～5月31日（土）
会場：アートエイジギャラリー（豊橋
市向山西町3-2東海フレーム2F）

　豊橋市および豊橋文化振興財団では、市民の皆様の芸術や文化の振興のた
め、市内文化施設で実施する文化事業を「協賛行事」として広く募集します。

■ 日程／令和８年５月１０日［日］  正午開演
■ 会場／豊橋市民文化会館ホール

勝奈栄会、長唄松の実会、長唄さくら会
（順不同）

　東三河の文化協会等による合同発表会「県文連東三河部芸能大会」が開催されます。東三河地区の文化協会から、多
彩な団体が出演し、日頃の研鑽の成果を披露します。令和８年度は豊橋市での開催、ぜひご来場ください。

▼対象／東三河で結成された文化団体・企業が「対象期間」に市内で実施する
文化事業で収益を目的としないもの。
▼協賛特典／①本紙等に情報を掲載　②実施団体発行の印刷物等に「豊橋
文化祭協賛行事」と表示可　③財団指定管理文化施設（豊橋市民文化会館、
豊橋市公会堂、豊橋市三の丸会館、ライフポートとよはし　※穂の国とよはし芸術
劇場は対象外）で実施の場合、期間中１団体１行事に限り利用料金を免除。　
▼申請方法／ 5月31日（日）までに申請書を豊橋文化振興財団事務所（穂の国とよ
はし芸術劇場内）に提出。※申請書は、豊橋文化振興財団事務所にて配布します。
▼その他／詳細については、応募要領を必ずご確認ください。

　豊橋文化振興財団では、優れた文化活動実践者（団体を含む）を顕彰することによ
り、市民の芸術文化活動の高揚と文化芸術の発展を図るため、「豊橋文化賞」および
「豊橋文化奨励賞」の受賞候補者を推薦により募集します。
▼選考対象者／次のいずれかに該当する者。詳細は、募集要項をご確認ください。
◎豊橋文化賞／学術・芸術・その他文化全般の振興に関して、顕著な功績のあっ
た者
◎豊橋文化奨励賞／実践する文化活動を奨励することにより、今後の豊橋市を中
心とする地域の文化芸術の振興に大きく貢献することが期待される者
▼募集要項／豊橋文化振興財団事務所（穂の国とよはし芸術劇場内）、市民文化
会館、財団ホームページ（http://www.bunzai.or.jp）にて配布　▼応募期間／６月６
日（土）まで　▼贈呈日／令和８年９月12日（土）　▼贈呈会場／豊橋文化祭開会式
（豊橋市民文化会館）　▼賞品／賞状及び副賞10万円　▼問合せ／豊橋文化
振興財団（☎０５３２・３9・5211）

■対象期間／令和８年９月２６（土）～１１月３０日（月）

1967年（昭和42年）の開館以来、長く親しまれてきた豊橋市民文化会館ホール。その
歴史を感じさせる雰囲気を大切に残しながら、現代の利用にふさわしい空間へとリ
ニューアルされました。

　令和8年3月14日、豊橋市民文化会館
ホールがリニューアルオープンしました。
　約2年にわたる改修工事を経て、より快
適で利用しやすい空間へと生まれ変わり
ました。客席は配置を見直し、351席に。
新しい椅子は座り心地も向上し、観覧環
境が大きく改善されています。
　あわせてロビーや楽屋も一新され、上質
で落ち着きある空間へ。また、本館事務
所前には親子向けの交流スペースも新た
に設けられ、幅広い世代の皆さまに親しん
でいただける環境が整いました。
　オープニングでは、豊橋交響楽団と森
のこみちバンドによる、ミニコンサートが行
われ、新たな門出にふさわしい華やかなひ
とときとなりました。
　工事期間中はご不便をおかけしました
が、これからは再び皆さまの発表の場、文
化活動の場としてご利用いただけます。新
しくなったホールから、多くの文化の芽が
育っていくことを願っています。

豊橋市民文化会館ホール、
リニューアルオープン

▼参加流派／
　25日（土）＝裏千家今和会、煎茶売茶流
　２６日（日）＝松尾流、茶道宗徧吉田流
▼茶券販売／前売１，４００円（２席綴り）、当日は１席
８００円　豊橋市民文化会館、豊橋市三の丸会館、穂
の国とよはし芸術劇場、参加流派等で販売しています。
▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

▼出瓶団体／
　　　嵯峨御流、華道家元池坊豊橋、小原流、南宗流、
　　　真生流、日本生花司松月堂古流、花芸安達流、
　　　天生流（順不同）
▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎0532-39-5211）

■と　き／令和8年4月25日［土］― 26日［日］

          両日とも午前10時 ― 午後３時
■ところ／豊橋市民文化会館リハーサル室

■と　き／令和８年4月25日［土］ ― 26日［日］

        両日とも午前１０時 ― 午後4時

■ところ／豊橋市民文化会館２F展示室

　毎年恒例の春の市民茶会を開催します。お茶の作法を知らなくても
気軽に楽しんでいただける和やかな雰囲気のお茶会です。ぜひお気
軽にご参加ください。日程と参加流派、会場は次のとおりです。

豊橋華道連盟に所属する８流派の合同いけばな展です。各流派出色の作品をお楽しみください。

■春の市民茶会を開催します

■豊橋総合いけばな展を開催します 入場無料

毎回恒例の児童・生
徒作品の部も参加者
募集しています。詳
細はこちらから

● 会場は市民文化会館となります。
● 4月下旬に２日間に亘って開催します。
● お茶券は２日間共通となります。
● 駐車場が限られ、混雑が予想されますので
　予めご了承ください。

ご注意ください！

豊橋からの出演として、長唄協会による「元禄花見踊り」で華やか
に幕を開け、締めくくりには伊藤民謡会・結月流元佳照会による民
謡と踊りが披露されます。

■豊橋文化賞、豊橋文化奨励賞
  候補者の推薦について

締切：令和８年６月６日（土）

　豊橋長唄協会加盟団体による合同演奏会です。幕開けに３社中合同による
「小鍛冶」を上演いたします。ぜひ多くの皆様にご来場いただけますよう、心よりお
待ち申し上げます。
▼日時／令和８年5月１０日［日］正午開演（11時30分開場）　　▼会場／豊
橋市民文化会館　　▼入場料／無料　　▼問合せ／豊橋文化振興財団（☎
0532-39-5211）
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《Blue vase》
仙田敦志

舞台から客席を見る舞台から客席を見る

ホールロビーホールロビー

楽屋楽屋交流スペース交流スペース

■日程／令和８年7月12日［日］ 12時30分開演（予定）
■会場／豊橋市民文化会館ホール



8日（金）

9日（土）

6日（水・祝）

13日（水）

24日（日）

30日（土）

10日（日）

15日（金）

27日（水）

31日（日）

5日（金）

7日（日）

13日（土）

17日（水）

21日（日）

24日（水）

10日（水）

14日（日）

19日（金）

23日（火）

27日（土）

3日（金）

5日（日）

6日（月）

11日（土）

12日（日）

6日（土）
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裏千家六日会月釜
　時間／ 10時～　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／ 1,000円（一般参加可）　担当／廣田宗桂
第813回邦楽鑑賞会
　時間／ 14時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
小品盆栽銘品展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10日（日）まで
　時間／９時～ 17時　会場／豊橋市民文化会館 第1・2展示室　入場料／無料
第５5回長唄演奏会
　時間／ 12時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　
　内容／豊橋長唄協会加盟の３団体による合同発表会
茶道クラブ月例茶会（担当：宗徧流豊橋支部）
　時間／ 9時30分～　会場／豊橋市三の丸会館　会費／一般800円、会員700円（要・事前予約）
東陽ふれあい音楽会「豪華客船カトルファンタジーで世界クルーズ」
　　　　　　　　　～二胡・ギター・ピアノで奏でる世界旅行へ誘います～
　時間／ 10時～　会場／東陽生涯学習センター　参加券／ 500円　
　出演／〈QuatreBonbon〉Nancy＋なんしい（二胡）、まつはしたかし（ギター）、宗行晶子（ピアノ）、前田舞（ナレ）
　曲目／ Time to say Goodbye、愛の讃歌 他
水石展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17日（日）まで
　時間／９時～ 17時　会場／豊橋市民文化会館　第1展示室　　入場料／無料
レクチャーコンサート「音楽の旅～音楽とともに歴史探訪～ Vol.１バロックからロマン派まで」
　時間／ 1４時～　会場／小坂井文化会館フロイデンホール　入場料／一般3,000円、高校生以下1,500円
　出演／田辺菜美子（ソプラノ）、山本美華（ヴァイオリン）、ハマダ美季（ビオラ/ヴァイオリン）、鈴木康史（チェロ）
　内容／ソプラノと弦楽三重奏によるレクチャーコンサート
歌謡アカデミー21歌謡選手権大会及び発表会
　時間／ 9時20分～　会場／豊橋市公会堂　入場料／無料
東陽ふれあい音楽会「My Favorite Songs」～雨の日を すてきにすごす うた～
　時間／ 10時～　会場／東陽生涯学習センター　　参加券／ 500円
　出演／〈La Porta ～とびら～〉安藤佳子（歌）・河合貴子（歌）・西谷綾（歌）・浅井由美子（ピアノ）
　曲目／サウンド・オブ・ミュージックより、オペラ「トゥーランドット」より、みかんの花咲く丘　 他
新津くらら ヴァイオリンリサイタル
　時間／ 1４時～　会場／穂の国とよはし芸術劇場創造活動室A　入場料／ 3,000円、小学生～大学生1,500円
　内容／ヴァイオリンとピアノによるクラシックコンサート　出演／新津くらら（ヴァイオリン）、植田結衣（ピアノ）
　曲目／ J.アダムズ：Road Movies、P.サラサーテ：カルメン幻想曲 Op.25、M.ラヴェル：ヴァイオリンソナタ第2番 M.77　他
麦秋至や筝のしらべ ～箏こでまり おさらい会～
　時間／ 12時30分～　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／無料　
　内容／お筝サークルこでまりによる演奏発表会

第814回邦楽鑑賞会
　時間／ 14時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
裏千家六日会月釜
　時間／ 10時～　会場／豊橋市三の丸会館　会費／ 1,000円（一般参加可）　担当／清水宗澄
茶道クラブ月例茶会（担当：表千家不白流）
　時間／ 9時30分～（予定）　会場／豊橋市三の丸会館　入場料／一般800円、会員700円（要・事前予約）
朝翠流朝道吟詠会55周年記念大会
　時間／ 9時～　会場／ロワジールホテル豊橋　入場料／無料　内容／詩吟、剣詩舞の発表会
東陽ふれあい音楽会「魅惑の大正琴アンサンブル」～ハープクィーンズと初夏の楽しいひとときを～
　時間／ 10時～　場所／東陽生涯学習センター　参加券／ 500円　
　出演／〈琴城流大正琴アンサンブル ハープクィーンズ〉朝倉由美・鈴木佳江・宮道典子・前田加代子
　曲目／つぐない、異邦人、天国と地獄　他

「青い目の人形物語」‟１００才のお人形”のお話と合唱ミュージカル
　時間／ 15時～　会場／穂の国とよはし芸術劇場主ホール　入場料／一般2,000円、4歳から高校生1,000円
　内容／「青い目の人形」に関するトークと、結成30周年を迎える豊川親子合唱団たけのこによる平和
　　　　　の大切さ、いのちの大切さを歌い継ぐミュージカル。
朗読のつどい
　時間／ 13時30分～　会場／穂の国とよはし芸術劇場創造活動室A　入場料／無料
　内容／豊橋朗読の会による短編小説と詩の朗読
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館第６会議室
石木展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時（最終日は15時）　会場／豊橋市民文化会館 第１展示室　入場料／無料
日曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館第６会議室
ペン書道展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  28日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時（最終日は15時）　会場／豊橋市民文化会館 第1・2展示室　入場料／無料
東陽ふれあい音楽会「トリオ・アルモニコ」ダンス！ダンス！クラシック～魂を揺さぶる民族の舞～
　時間／ 10時～　　 場所／東陽生涯学習センター　参加券／ 500円　
　出演／〈トリオ・アルモニコ〉北田エリカ（ヴァイオリン）、高岡真貴（クラリネット）、幸田裕子（ピアノ）　
　曲目／チャルダッシュ（モンティ）、タンゴ（アルベニス）、ヴァイオリン、クラリネット、ピアノのためのトリオ（シェーンフィールド）ほか
家元襲名いけ花展・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28日(日)まで
　時間／ 9時～ 17時　会場／豊橋市三の丸会館 千切庵　入場料／無料　内容／いけ花展と煎茶席

第815回邦楽鑑賞会
　時間／ 14時～　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料　内容／財団加盟邦楽団体による発表会
茶道クラブ月例茶会（担当：松尾流）
　時間／ 10時～（予定）　会場／豊橋市三の丸会館　会費／一般800円、会員700円（要・事前予約）
裏千家六日会月釜
　時間／ 10時～　会場／豊橋市三の丸会館　会費／ 1,000円（一般参加可）　担当／清水宗苗
Trombone Quartet　T-NoTo 3rdCONCERT
　時間／ 13時30分～　会場／ライフポートとよはし中ホール　　入場料／無料
　内容／アマチュア奏者によるトロンボーン四重奏の演奏会
県文連東三河部芸能大会
　時間／ 12時30分～　　会場／豊橋市民文化会館　入場料／無料
　内容／東三河５市の文化協会による合同発表会
水曜短歌会　　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館第６会議室

本多正樹コンサート　豊橋市公会堂８
　時間／ 15時～　　会場／豊橋市公会堂　　入場料／ 2,500円（学生1,500円）
　内容／バンド演奏によるフォークソングコンサート。松山千春カバー＆本多正樹オリジナル
日曜短歌会　時間／ 13時～　　会場／豊橋市民文化会館第６会議室
第15回ファミリーコンサート 歌劇「プリンセス・マーメイド」
　時間／ 1４時～　　会場／穂の国とよはし芸術劇場　主ホール　　入場料／ 1,500円
　内容／ドヴォルザーク作曲歌劇「ルサルカ」の音楽とディズニーのリトルマーメイドのストーリーを融合さ
　　　　せたオリジナル作品を演奏。
映画ポスター展「愛しの動物映画の世界」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8月9日（日）まで
　時間／ 9時～ 17時（最終日は15時）　会場／豊橋市民文化会館　第1・2展示室　入場料／無料

豊橋文化　2026年４月発行

市内文化団体主催および豊橋文化振興財団が
後援する催し物を中心に掲載しています。掲載
のご希望は、問合先までご連絡ください。※この予定表は予告なしに変更になる場合がありますので、事前にお確かめください。入場料は前売料金。

文
化
短
信

催し物スケジュール ５－7 月

▼
豊
橋
文
化
短
歌
会

一
月　

日
曜
歌
会

九
十
三
歳
姉
身
罷
り
ぬ
枕
辺
に
遺

愛
の
つ
づ
み一
調
松
風
　
岡
田
宏
子

生
ま
れ
た
る
波
は
雁
木
に
跡
つ
け

て
鞆
の
浦
か
ら
刻
を
浚
へ
り
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
智
子

ふ
た
ご
座
の
流
星
群
を
見
る
夜
は

藍
深
く
し
て
一
瞬
の
刻
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
よ
し
胡

思
春
期
の
入
口
で
会
ひ
し『
レ
モ
ン

哀
歌
』そ
ら
で
言
へ
ま
す
智
恵
子
を

想
ひ
　
　
　
　
　
　  

伊
藤
は
つ
ゑ

椿
一
葉
し
ず
く
を
抱
き
て
う
ら
ら
か

に
早
春
の
光
発
ち
ゆ
く
朝
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

志
摩
じ
ゅ
ん

朝
起
き
て
な
ん
か
嬉
し
く
窓
を
開

け
明
日
明
後
日
か
鶯（
ウ
グ
イ
ス
）

鳴
く
は
　
　
　
　
　
　
村
上
　
充

ふ
る
さ
と
の
夕
日
の
海
は
世
界
一
と

言
ひ
き
る
ひ
と
が
す
こ
し
妬
ま
し
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

池
田
あ
つ
子

早
々
と
中
止
決
め
た
り
豊
橋
と
名

古
屋
の
春
節
祭
の
イ
ベ
ン
ト
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
保
利

六
さ
い
の
い
っ
て
き
ま
す
が
風
に
の

り
お
か
え
り
な
さ
い
に
抱
き
し
め
ら

れ
る
　
　
　
　
　
　
宇
佐
美
幸
枝

一
月　

水
曜
歌
会

休
眠
の
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
と
知
ら
ず
し

て
水
を
か
け
た
り
冬
の
最
中
に
　

　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
よ
し
胡

「
花
か
つ
お
踊
っ
て
い
る
ね
お
じ
い
ち

ゃ
ん
」つ
か
え
ぬ
様
に
雑
煮
を
食
べ

る
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
哲
宏

普
門
寺
の
船
形
山
に
紅
葉
狩
り
小

さ
き
墓
標
の
樹
木
葬
者
ら
も
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
坂
石
転

一
瞬
の
出
逢
い
が
年
月（
と
き
）を
遡

る
甘
き
言
葉
の
金
色
の
日
々
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
正
子

十
二
月
花
瓶
の
色
ど
り
乏
し
け
り

つ
る
う
め
も
ど
き
を
川
辺
に
探
す

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
の
り
子

寄
せ
植
え
の
主
役
は
赤
い
シ
ク
ラ
メ

ン
心
の
す
き
間
に
華
や
ぎ
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
糸

丁
寧
に
土
を
落
と
さ
れ
山
牛
蒡
こ

の
冬
も
ま
た
漬
物
に
な
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
澄
子

黒
豆
を
や
わ
く
ふ
っ
く
ら
炊
き
あ
げ

て
　
亡
母
の
味
と
は
微
妙
に
ち
が

う
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
伊
代
子

二
月
日
曜
歌
会

切
れ
味
の
悪
し
き
包
丁
に
息
子

（
こ
）は
み
か
ね
砥
石
は
何
処
か
と

帰
省
二
日
目
　
　
　
伊
藤
は
つ
ゑ

八
十
八
歳
つ
ら
つ
ら
思
へ
ば
吾
も
又

地
球
の
申
し
子
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
宏
子

阪
神
大
震
災
火
に
骨
消
え
て
母
探

す
三
十
一
年
声
い
ま
だ
な
し
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
志
摩
じ
ゅ
ん

エ
ン
タ
メ
や
コ
ス
メ
と
グ
ル
メ
に
魅
せ

ら
れ
て
隣
国
の
こ
と
ば
学
び
再
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
保
利

そ
ろ
ば
ん
塾
の
側
の
小
暗
き
駄
菓

子
屋
に
吸
い
よ
せ
ら
れ
て
寄
り
し
あ

の
頃
　
　
　
　
　
　
内
藤
よ
し
胡

寒
空
に
呼
び
止
め
ら
れ
て
語
る
声

選
び
て
映
す
こ
の
テ
レ
ビ
局
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
智
子

二
月
水
曜
歌
会

「
不
賛
成
」口
に
出
せ
ず
に
曖
昧
に

頷
く
吾
を
知
り
つ
つ
語
る
娘（
こ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
澄
子

お
正
月
お
せ
ち
を
作
り
て
迎
え
ど

も
か
え
っ
て
侘
し
囲
む
人
な
き
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
糸

午
前
八
時
生
産
性
な
き
わ
れ
と
息

子
は
豊
橋
駅
で
電
車
を
待
て
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

伊
藤
は
つ
ゑ

夫
の
寝
て
夜
の
ひ
と
り
を
楽
し
み
ぬ

木
枯
し
雨
戸
を
ゆ
ら
す
音
き
く
　

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
伊
代
子

凍
て
つ
き
し
線
路
は
堅
き
音
た
て

て
仕
事
始
め
の
人
ら
を
運
ぶ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
よ
し
胡

子
・
孫
ら
の
帰
り
し
後
の
正
月
に
伊

良
湖
の
菜
の
花
ほ
っ
と
一
息
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　 

　  

彦
坂
石
転

ビ
ル
風
に
ハ
ン
ド
ル
と
ら
れ
て
立
往

生
右
往
左
往
の
ま
ち
な
か
辺
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
正
子

俺
流
は
パ
ス
タ
の
中
に
ふ
き
の
と
う

春
の
芽
吹
き
を
友
に
振
る
舞
う
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
哲
宏

長
き
時
秘
め
た
る
の
ぞ
み
今
年
は

と
八
十
路
に
近
づ
く
吾
な
れ
ど
ま

だ
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
の
り
子

ス
マ
ホ
手
に
バ
ス
を
待
つ
娘（
こ
）の

指
先
で
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
が
冬
陽
に
ひ

か
る
　
　
　
　
　
　
　
原
田
敬
子

そ
の
レ
ジ
の
笑
み
の
あ
ま
り
の
清
し

さ
に
割
引
券
を
大
事
に
取
り
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
公
代

＊

▼
市
民
俳
句
会

第
六
九
二
回
句
会

三
日
は
や
空
爆
の
記
事
胸
を
刺
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
子

鴛
鴦
の
水
面
華
や
ぐ
あ
を
あ
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
部
靖
子

臘
梅
の
微
風
に
早
も
香
を
放
ち
　

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
美
津
子

上
座
よ
り
下
座
賑
は
ふ
新
年
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
美
智
子

眉
細
く
き
ら
り
と
巫
女
の
初
鏡
　

　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
青
海
人

初
稽
古
駅
に
弓
持
つ
女
高
生
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
良
子

肌
脱
ぎ
の
所
作
の
行
射
や
淑
気
満

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
和
代

一
縷
な
る
水
の
絶
え
ざ
る
去
年
今

年
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
澄
子

第
六
九
三
回
句
会

寒
梅
や
彫
師
の
膝
に
桧
屑
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
美
智
子

二
月
逃
げ
月
し
る
し
置
く
別
れ
の

日
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
子

ゆ
っ
た
り
と
猫
歩
み
ゆ
く
春
夕
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
部
靖
子

尼
寺
の
清
ら
に
香
る
白
つ
つ
じ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
良
子

梅
ち
ら
ほ
ら
子
ら
の
白
い
歯
光
り

を
り
　
　
　
　
　
　
後
藤
青
海
人

幟
旗
は
た
め
く
桃
色
梅
二
月
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
美
津
子

琴
の
糸
弾
く
指
先
春
動
く
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
澄
子

第
六
九
四
回
句
会

啓
蟄
や
若
冲
の
絵
の
鶏
跳
ね
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
青
海
人

春
蘭
や
声
の
明
る
き
美
人
女
医
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
良
子

草
ぐ
さ
の
息
吹
を
競
ひ
春
浅
し
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
子

こ
で
ま
り
や
吾
が
青
春
の
通
勤
路

　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
美
智
子

一
徹
の
棚
の
盆
栽
木
の
芽
張
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
和
代

こ
で
ま
り
や
風
に
戯
れ
一
日
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
部
靖
子

啓
蟄
や
光
あ
ふ
る
る
屋
根
瓦
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
美
津
子

一
跳
ね
の
鱗
の
光
り
水
温
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
澄
子

7 月 ―

　昨年のゴールデンウイーク明けに２泊３日の冒険
旅行を敢行…東へ向けて出発した。高速道路を使
わない一般道のんびり旅だ。
　バイパスを乗り継ぎ、まずは『静岡県立美術館』
へ…開館10分前に到着したが、入口には長蛇の
列ができていた。しばらく待って、特別展「ブルックリ
ン博物館所蔵古代エジプト展」の会場へ潜入。石
碑・宝飾品やパピルス・人型の棺に人間や猫のミイ
ラなど１50点が並ぶ。“掘り起こせ、三千年の謎”の
キャッチコピーは伊達じゃない。最新技術を駆使し
た研究成果や世界最古の葬送文書《ピラミッド・テ
キスト》の再現音声とともに古代エジプトの謎を探
るというコンセプト。

　タイムスリップした古代文明の世界から現実世
界へ舞い戻った途端、静岡市民のソウルフード《し
ぞーかおでん》が脳裏をよぎるが、今回はパスして
由比で北へ進路変更。初日の昼食は、富士宮のワ
ンオペ町中華『京頌苑（けいしょうえん）』に決めて
いた。市街から少し離れた郊外にもかかわらず、駐
車場は結構なにぎわい。入口近くのカウンターに落
ち着き、メニューを眺めて《チャーハン》と《餃子》に
即決するが、中々注文を取りにこない。ひとり厨房
で黙 と々働く店主の所作を眺めながら20分程経過
…ようやく麦茶を運びながら店主が小走りで注文を
取りに来た。やがて登場した叉焼のコマ切れ入りの

《チャーハン》はボリューム満点。しっとり系で塩加
減も優しい。大振りな《餃子》は焼き目も香ばしく、
ニンニクの効いた餡は、野菜たっぷりジューシー！初
めてなのに、どこか懐かしさ漂う町中華だった。
　富士宮駅前のホテルに荷を降ろして街中をぶら
り…「まちなかアートギャラリー」というイベントが開

かれ、多彩な現代アートが店舗を飾る。夕食は『富
士山本宮浅間大社』の裏手にある『やまだ食堂』
…そぼ降る雨のせいか客足はない。店内に置かれ
た鉄板前に陣取り、《富士宮焼きそば(玉子入り)》
を注文。おばちゃんが目の前で焼いてくれるライブ
パフォーマンスが嬉しい。固めの独特なそばとたっぷ
りのキャベツを炒め、肉かすを投入してウスターソー
スをジュ―と掛け回すと薫り高い湯気が立ち昇る。
卵を割って鉄板に落とし、焼きそばを乗せてしばらく
蒸し焼きにして混ぜ合わせる。最後にイワシの削り
粉を振りかけて完成…鉄板から小皿に取り、紅ショ
ウガを絡めていただく。
　翌朝は浅間大社に参拝後、スタンプラリーに参
加しながら終日アート会場を巡る。途中『麵屋ブル

ース』に立ち寄り、青紫蘇と生姜の千切りにミニトマ
トをあしらったオシャレな《白そば》で昼食。夕刻には
満喫した富士宮に別れを告げ、清水に向かってア
クセルを踏み込んだ。清水港併設の魚市場 “河岸
の市・まぐろ館”２階にある『海山』を覗く。ここの名
物は《一貫握り》だが、《花ちらし(ミニちらしと桜え
びのかき揚げ)》に惹かれてオーダー…ちらしもいい
が、桜海老の独特な香りが鼻孔をくすぐる。３日目、
ホテルの朝食バイキングに《浜松ミニ餃子》を発
見！帰路に待ち受ける舞阪の『浅草軒分店』に思い
を馳せながら《さくら飯》に乗せてパクついた。

静岡ソウルフードと二大イベント
斧路朱音

VOL.23

31日（金）

19日（日）

18日（土）

15日（水）

※今年も富士宮商店街では「ふじのみや・ま
ちなかアートギャラリー」（5月15日～ 24日）
が開かれる。

　3月21日（土）、ライフポートとよはし コンサート
ホールにて開催し、36名が参加しました。内藤智
恵さん（指揮）、鈴木雅子さん（ピアノ）の指導のも
と、「糸」を二部合唱（一部三部）で練習。参加者
が歌いやすいパートを選びながら、声を合わせる楽
しさを味わいました。参加者の約6割が60歳以上
で、男性は5名とやや少なめでしたが、会場には終始和やかな雰囲気が広がり、シンプルに声を出
すことの楽しさを改めて感じられる時間となりました。合唱団には入らないものの歌ってみたいとい
う方も多く、アンケートも好評で、今後の継続開催を検討しています。

■半日クラス合唱部を開催しました


